
・最大規模のホラーゲーム “だけ ”のアワード

日本最大級にして初のホラー “だけ ”のイベント “東京ホラー特区 ‼︎ 2 0 2 6 ”にて、同じく日本最大規模のホ
ラーゲーム “だけ “の祭典となる、”日本ホラーゲーム大賞  2 0 2 6  p r o d u c e d  b y  百室 ”が初開催されま
す。

日本のゲームアワードは複数ジャンルの作品を取り上げるものがポピュラーですが、 “日本ホラーゲー
ム大賞  2 0 2 6 ”は、 2 0 2 5年 3月〜 2 0 2 6年 4月に発売された、国内外の “ホラーゲームだけ ”にフォーカ
ス。

大賞以外にも、本アワードに設けられた各賞もすべてが “ホラー表現 ”をテーマとした一風変わったもの
に。映像や音響など、ホラーゲームを構成する魅力のディティールに、より専門的な視点から深く迫る
ものです。

・審査はあなたとホラークリエイター陣の意見を反映
アワードの受賞作品は、国内最大規模のユーザー投票・専門メディア審査・特別審査員審査を経て選出
され、 “東京ホラー特区 ‼︎ ”開催⽇に結果発表が⾏われる予定です。

審査には、黎明期から数多のホラーゲームの勃興を見つめてきた、歴史ある国内最大のゲームメディア
をはじめ、なんとお化けやホラー・超常現象の専門メディアまでが参加。ゲームデザインのみにとどま
らない、ホラーゲームでしかなしえない、ホラー表現の妙にも着目した審査が⾏われます。

さらに、ゲーム業界のオカルトやホラーを題材にした名作を生み出してきたゲームクリエイターや、ホ
ラー小説、ホラー映画監督といったホラー表現を追求してきた専門家陣も、特別審査員として参加予
定。
“日本ホラーゲーム大賞  2 0 2 6 ”は、 2 0 2 5年、 2 0 2 6年を飾ってくれた蠱惑的なホラーゲームの数々を称
え、その妖しい魅力をホラーファンと共有・記録します。
このホラーゲーム “だけ ”のアワードを通じて、誰もがホラーゲームの歴史を振り返りながら、まだ見ぬ
新作ホラーゲームを楽しみにできるような “きっかけ ”となる場を生み出します。ぜひ、あなたのホラー
な一票の投票をお待ちしております。
※レギュレーションは変更になる可能性があります。あらかじめご了承ください。

ゲームアワード
■日本ホラーゲーム⼤賞  2 0 2 6  p r o d u c e d  b y  百室

・東京ホラー特区 ! ! 2 0 2 6会場にて、 “インディーのホラーゲームだけ ”に着目したホラーゲームアワード
も開催決定。

インディーのホラーゲームには、あたかも上質な怪談噺の如き傑作も数多存在しています。本アワード
は、こうした魅惑に満ちたインディーホラーゲームを、東京ホラー特区 ‼︎ 2 0 2 6会場に集ったホラーファ
ンにも広くシェアすべく設立されました。

東京ホラー特区 ‼︎ 2 0 2 6に出展されたインディーホラーゲームがノミネート対象となり、すべての作品は
会場で実際に見聞できる予定。
受賞作品は、当日来場したお客様による投票で決定します。

詳細は続報をお待ちください。
※内容は変更になる可能性があります。

■東京ホラー特区‼︎  インディーホラーゲームアワード  2 0 2 6

■そんな本アワードを手がけるのは…
“全領域百鬼夜行観測室　A L L - D O M E I N  H Y A K K I Y A K O U
O B S E R V A T I O N  O F F I C E ”。
通称、 “百室   R o o m  1 0 0 ”（ひゃくしつ）
・本アワードのプロデュースを手がけるのは、謎に包まれたホラーゲーム専門組織、 “全領域百鬼夜行観
測室　 A L L - D O M E I N  H Y A K K I Y A K O U  O B S E R V A T I O N  O F F I C E ”。通称、 “百室   R o o m  1 0 0 ”（ひゃ
くしつ）。

一説によると、ゲームエンターテインメント領域に観測されるホラー表現を “百鬼夜⾏ ”と⾒立てて観測
し、その表現を記録・分類してアーカイブ化している出⾃が定かではない組織である、との都市伝説も
囁かれているのだとか。

百室メンバーには、数多のホラーゲームクリエイターのほか、ホラー作家やホラー映画監督が V I Pとし
て協力しているとの噂も。
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